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誉者とアマチュア

　　　　　　　　　　　　　（巻　　頭　　言）

　何れの口耳にも，今は砲門的學究者とアマチュアとがあるものであるが，

殊に我が天文學界に於いては，塾者とアマチュアとが複難に共存共思してみ

る事實が著しく見られる．ところが，総ての人が此うした病者とアマチュア

との別を　一Ptの階級別のやうに見る傾きがあって，學者たる人々を相當以上

に奪敬し，アマチュアを箪なるし物好き「以外の何者でもないと認める人が

多voが，之は，大なる誤りである．吾人をして言はしむれば，所謂L學者「は，

學界の灌威者であると共に，多くは或．る一二の題目について深い造詣を持ち，

其の慈奥を極めてみるが，同時に，他の一一面に於いて，聾者は，其の志野が

甚だ曳く，其の性格さへ梢もすれば偏挾で，軍にL馬車馬■的の見かたに陥

り易く，人間として，殊va・一一個のil’rf1遣直としては非常識な揚合が多い．是等

は正に人間としての1映黒占であると同時に，學術の進歩のためにも亦此れは大

なる通弊であるとV・はねばならぬ．此の弊あるがために，古來，學術が邪道

に陥り，行きづまりとなり，問題の二二を縛倒し，びいて人世のために妨げ

となった例が，東西共に少くない一一之に反し，アマチュアは，丁丁に於い

て趣味の人であるから，學の内外に於いて，常に情味と蝕裕のある生活を閲

しみ，研究上の因襲に囚はれす，自山を享樂し，常に薪とこ奇とを求めて，飽

きす，いつも，人生のひろv・立場から議論を見るために，偏頗がない，たと

ひ其の毒しむ學術に充分な深みは無くとも，L人生のための垂垂■を正しく見，

又，L學術の齎しπ眞埋「を人生に生かすことに於v・て誤らす，帥ち，學術のL人
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生に封ずる’1二値を直接に評償し享受する特灌を持つ揚合が多v・一一こう考

へて見ると，狭v・L學術界「のためには，專門家は大切な入であるが，廣v・

し人世「の文化獲展のためにはアマチュアこそ誠に貴重なる存在と言はねばな

らない．

　專門家の功績は世に認め過ぎるほど認めてみるから，こ」には言はなV・．

むしろ今吾人は，、忘れられ勝ちなアマチュア天文家の偉大な貢献を顧みんに，

大昔し，天への詩と讃歌にひたりつsL星座「を獲見した人々，L地球「を確

認した人々，天文航海術を開拓した人々，乃至は，太陽中心宇宙を護見した

人々，望遠鏡の獲明者と，天への慮用者星圖や星名の作者，新遊星の喪見者

たち，太陽押出の観察者，各種の反射鏡の考案者，二重星攣星星斗星團など

の探索者，天膿スペクトル學の開拓者，篇翼術粗製の先口者，月面や遊星面

の観察者，列星光輝の追從者，彗星や流星の獲見観察等に働む入館，………

其他，誠に断りなき此等の人々は，殆んど皆わがアマチュアに属する人々で

はなV・か．只，所謂L專門家「畠は，只，黙々と此等アマチュアが開いた道を，

深く掘り下1♪て行く技術者に過ぎないやうにも見える．

　自分は，天文早上に於いて，所謂アマチュアと玉門家との階級別を認めな

V・，學の進歩は此の二方面からの協力あってこそ健全に實現するのでる．著

し，專門家ばかりで，アマチュアがなければ學界は沈滞し，叉若しアマチュ

アのみ蹟僻して專：門家が無事されれば學界は上たりのした輩なるクラブと化

するであろう．

　自分が世の專門家に願ふ所は，天文學のためにアタラ一生を捧に振って聖

なる技術者になるよりは，むしろ天文學的教養を干て，明るく正しき一個の

L人間性「に還元せんことである．一天文を通じ，数理を通じ，物理や化學

を通じ，叉は一般に生物や自然墨を通じて教養の旧く且つ高い人士を世に獲

ることは，哲學や宗教や藝術やスポ1ツ等を通じて高尚な教養ある人士を獲

ると同様，我が人生に慣値多きことであるが，此等の鮎に於いて我國は未だ

上米二三に比して多少の後れを感じる．

　敢へて我が學界の内外に訴へる所以である．（山本）


